
一169一

〈書 評〉

中野宏一著 『貿 易 マ ー ケ テ ィン グ ・チ ャネ ル 論 』

(自桃書房1988年)

稲 津 一 芳

目 次

1国 際 ビジネス研究の現状

II各 章 の概要

III本 書 をめ ぐる問題点

1国 際 ビジネス研究の現状

社会科学 は,次 々 と現われ る社会現象 を解 明す

ることが,絶 えず期待 されてい る。「一 定の一般

性を もって」現実を解 明す ることに成功 した理論

は,政 策当局者や実務家への指針を与 えるか らで

あ る。 しか し従来,社 会科学 は現実事象の複雑 さ

のため に,必 ず しも十分に この期待 に応 えること

に成功 して こなかった。

本書の研究対象 であ る国際 ビジネスの分野 も例

外 では ない。EEC(現EC)の 結成 を一 つ の契 機

として成立 したアメ リカ多国籍企業が世界的に注

目され始めたのは,1960年 代 の ことであった。評

者が大学院修士課程 を修了 した1972年 当時 には,

日本企業に も多国籍化の顕著 な傾 向が現われ始め

ていた。評者 自身 も,そ の ような代表 的な 日本企

業 に就職 し,い くつかの海外生活 を体験 した。 そ

して10年 間の企業 勤務 を経 て,再 び大学院(博 士

課程)へ 進学 し,今 度 は一研究者 として多 国籍企

業(最 近は国際企業 とい うことが多い)を 観察す る

ことになった。

1960年 代 当時か ら今 日まですでに30年 が経過 し

たが,日 本での国際企業 の研究は依然 として外 国

文献の引用や総論 に終始 している ものが多 く,期

待 はずれ の感 があ り,日 本企業 の国際化の実態 に

基づいた研究が待望 され る。 こうした状況の下で

上梓 されたのが,中 野宏一著 『貿易マーケテ ィン

グ ・チ ャネル論』(白 桃書房)で あ る。

概要 についていえぱ,本 書は第1部 「輸出マー

ケティソグ ・チ ャネルの基本問題」 と第II部 「日

本の流通機構」か ら成 っているが,一 貫 して国際

流通経路 を テーマ としてい る。 「本書 は過去10年

間 に執 筆 して きた論文(一 部修正を加 えた)か ら

成 っている」が,著 者 は当初か ら体系 的に研究を

進めて きた よ うに窺われ る。 ページ数 で内容の8

割以上 を占め る第1部 は,日 本企業 の対米輸 出経

路を研究 した理論編 であ り,「1章 はマ ク ロ的実

態,2章 は方法論,3章,4章 はマーケテ ィング

の原理,5章,6章 は政策 を論 じている」 が,1

章 から5章 までのエ ッセ ンスが第6章 に流れ込 ん

で い る。そ して結 論 的 に,「 輸 出 マーケ テ ィン

グ ・チ ャネル政策の究極の 目標 は,垂 直的 マーケ

テ ィング ・システムの構築にある」 とい う命題 を

提示 している。つ ま り,日 本企業の対米輸出経路

とい う限定的研究対象を素材 に,む しろ輸 出マー

ケテ ィング ・チ ャネルの一般理論 を演繹的 に,そ

して実証的 に提示 したのが本書であるといえるだ

ろ う。

本書の構成は以下の通 りである。

第1部 輸 出マーケテ ィソグの基本問題

第1章 日本企業の輸 出活動

第2章 貿易マーケテ ィング論 の構造 と方法

第3章 アメ リカにおける初期 のマ ーケテ ィ

ングに関す る一考察

第4章 マ ーケテ ィング ・チ ャネル論の系譜

第5章 輸 出マ ーケテ ィング ・チ ャネル政策

第6章 輸 出マ ーケテ ィソグ ・チ ャネルの長

期政策

第II部 日本の流通機構

第7章 日本の流通機構の特質

第8章 欧米企業の対 日輸 出マーケテ ィング
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第9章 総合商社

II各 章の概要

中 野 宏 一 著 『貿 易 マ ー ケ テ ィソ グ ・チ ャネ ル論 』

本書には,こ れ までにあま り知 られていない国

際 ビジネスの ノウ・ハ ウが随所 に紹介 されている。

す で に 日経 流 通新 聞(1988年12月27日 付)が 本 書

を書評欄 で取 り上 げ,本 書が実際 に役立つ ことを

次 の よ うに強調 した。「特 に米国企業 の貿 易マー

ケテ ィングが詳細に提供 され ていることか ら,流

通業 に携 わる者が,今 後 ます ます対 日進 出の予想

され る米国企業のマーケテ ィング活動を知 ろ うと

す る上で,大 いに役立つ と思われ る。」

しか し,評 者は これ とは別 の角度 から本書を分

析 してみたい。つ ま り,本 書 の最大 の特 色は第1

部の理論構成 にあると思われるので,第1部 の各

章が どのよ うな研究対象を どのよ うな研究方法で

処理 しているか とい う角度か ら紹介 したい。

(1)第1章 日本企業の輸 出活動

一昭和30年 か ら60年 の歩み一

本章は通産省 『貿易業態統計表』を利用 して,

図6つ と表22を 掲 げて,昭 和30年 から60年 までの

日本企業 の輸 出活動の特徴 を指摘 している。

まず著者 は,貿 易商品の流通経路を貿易物流経

路 と貿易取引経路 とい う新 しい用語を用いて二分

し,両 者の流通構造 の相違 を指摘 している。前者

は貿 易商務論 の研究対象であ り,後 者 は貿易マ ー

ケテ ィソグ論 の研究対象である。 この よ うな認識

は著者 の持論 となっている。次 に,日 本企業の貿

易活動 を製造業 と商社 に分けて,両 者の貿 易活動

の動 向 を統 計的 に把 握 して いる。具 体的 に は,

メーカーの在外貿易事業所数,在 外貿易従業員数

の増加 を挙 げ,そ の結果,「 昭和40年 代 以降の貿

易の特徴 を一 口でいえぽ,製 造業者 が在外貿易事

業所(現 地法人,支 店,駐 在員事務所など)を 設 置

して,直 接輸出活動に積極的に乗 り出す とい う傾

向が一貫 して続 いてい る」 とい う。 と りわけ注 目

すべ きは,「 日本企業 の在外貿 易事業所 が取 り扱

う日本か らの輸 出額が 日本の総輸出額 に占め る割

合」が昭和40年 の42.5%か ら昭和60年 の60.7%へ

と増加 してい る。つ ま り,「 これを類型的 にいえ

ぽ,日 本企業 の輸出は,現 地法人な どの在外貿易

事業所 が現地 で商談 を進め,や がて契約が成立す

ると,日 本の本社へ連絡 して商品を取 り寄せ ると

い うタイプが増大 していることを意味す る。 これ

は 日本企業の貿易取引形態に生 じている新 しい大

きな特徴 で ある。」 この傾 向は特 にメーカーにつ

いて著 し く,同 割合 は昭和41年 の17.9%か ら昭和

60年 の58.7%へ と急増 している。要す るに,日 本

のメーカーによる海外販売網の確立である。

② 第2章 貿易 マーケティング論 の構造 と方法

近年,企 業 の国際化傾 向の顕 著 な中 で,国 際

マーケテ ィング論の研究が主流 となっているが,

著者があえて貿易マ ーケテ ィング論 を研究す る意

図は次の二点である。第1は,多 国籍化 が一層進

んだ としても,日 本には貿易の重要性が残 るとい

うこと。第2に,貿 易マーケテ ィソグ論は,国 際

マーケテ ィング論の伝統的 な最 も基本的な形態の

マーケテ ィソグ論 なのであ り,国 際マーケテ ィン

グ論への道程を示す ことがで きることである。

そのよ うな貿易マーケテ ィング論の構造を著者

は,「 マーケテ ィソグ論の生成 ・展開」過程の中に

見 出 し,明 らか に し て い る。つ ま り,「 マーケ

テ ィング機能の分類 を行い,そ れを貿易取引にあ

てはめ,在 来の貿易商務論 とその関連科 目がマー

ケテ ィソグ機能を どのよ うに取 り扱 っているかを

検討」 している。

具体的 には,マ ーケテ ィソグ論研究の歴史的過

程で生 じた商品研究,機 関研究はそれぞれ貿易商

品学,貿 易商社論に相当する。機能研究 では,取

引機能 の法的 側面 は貿 易売買論,売 込み は貿易

マーケテ ィソグ論,物 流機能 は貿易商務論,情 報

機能 は商業英語,補 助的機能 は外国為替論,海 上

保険論に相当す るとい う。

このよ うな著者の指摘 は,貿 易取 引に関連す る

諸科 目への新 しい体系を示 したもので,こ れ は著

者 が貿易商務論 の研究か ら出発 しなが ら,マ ーケ

テ ィング論 を本 格的 に研 究 し,「貿 易 商 務論 と

マーケテ ィソグ論 の谷間 に取 り残 された ままに

なっている」分野を研究 した ことによる新 しい発



中 野 宏 一 著 『貿 易 マ ー ケ テ ィ ン グ ・チ ャ ネ ル 論 』

想であろ う。著者 によると,一 層重要 なことは,

「マーケテ ィング論 の観点 か ら貿易取 引 に関す る

諸研究を洗 い直 し,貿 易マーケテ ィソグ論の学問

的再生を図 ることである」 とい う。その貿易マー

ケティソグ論研究の方法について,著 者 は次 のよ

うに述べ てい る。「貿易 マー・ケテ ィング論 の方 法

は基本的には国内マーケテ ィソグ論 と何 ら変わ ら

ない とい うことで もあ る。貿易マーケテ ィング論

に とっての方法上 の独 自の問題 は,(1)異 質性を ど

のよ うに処理す るか とい う問題 とs② その処理 さ

れた異質性 もしくは異質性そのものを どの よ うな

理論体系の中に,(3)ど の よ うに組み込 んで,貿 易

マーケティング論 の学問的体系化 を図 るのか とい

う3点 である。 これ らの問題が解決 されれ ばs素

材の異質性に よ り,マ ーケテ ィング論 の一般 的な

原則に特殊性が付与 され,そ こに貿易 マーケテ ィ

ング論の独 自性が浮 び上が って くることになる。」

その具体的成果が,本 書 『貿易 マーケティング ・

チ ャネル論』 なのであるが,他 の分野,例 えば,

製品,価 格,プ ロモーシ ョンについては,第8章

で多少の言及を している程度に とどまってい る。

③第3章 アメ リカにおける初期のマーケテ ィソ

グに関す る一考察

一マ ーケテ ィソグとは何か一

"マ ーケテ ィソ グ"と い うこの正 体不 明 な用語

を,著 者 はf歴 史的方法 を駆使 して生 き生 きと把

握 している。著者が採 った研究方法 を,著 者の言

葉を利用 しなが ら追跡 しよ う。

著者 は,ま ず南北戦争後 の経済的背景を説 明す

る。 アメ リカの産業革命は19世 紀後半 に急速 に進

展 した が,そ の結 果 は,「 アメ リカ的 生産様 式」

と呼ぽれる大量生産方式 の成立 であった。大量 生

産 は大量消費を必要 とす る。 フロソテ ィアの消滅

とともにsや がて市場問題が発生 し,こ れへの企

業 の対 応 は2つ の方 向 か らなされた。1つ は,

「生産 の合理 化に よるコス ト引 き下 げ努力 とい う

よ うな,い わ ぽ企業の内部 の問題 として対処す る

方 向であ り」,経 営学の発展 に結 びつ く。第2の

方 向は,「 市場 問題 へ も直接的 に 目を向 ける とい

う,い わ ば企業 の外部の問題 への対応」で あ り,
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これ が マー ケ テ ィ ングの発 展 に結 びつ く。 この よ

うな経 済 的 背景 の把 握 の次 に,当 時 の マ ー ケ テ ィ

ングの特 徴 を知 るた め に ,著 者 は,A.W.Shaw,
"SameProblemsi

nMarketDistribution",1915

を 抄 訳 し,紹 介 して い るが,そ の理 由 が 興 味 深

い。 す なわ ち,「 こ の書 物 が 出版 され た の が1915

年 で あ る こ とか ら もわ か るよ うに,シ ョーは,19

世 紀後 半 か ら20世 紀初 頭 にか け て の ア メ リカの経

済 的 背景 と,そ こで発 生 した マ ー ケテ ィ ング活動

を 観 察 した結 果 に も とつ い て 同 書 を 著 わ した の

で,初 期 の マ ー ケテ ィン グ活 動 を考 察 しよ うとす

る本 章 と,研 究対 象 とす る時 期 が一 致 す る。 そ こ

で,あ らか じめ特 定 の マ ー ケテ ィ ング概 念 を想定

した うえで,そ れ に該 当す るマ ー ケ テ ィソグ活 動

だ けを抽 出 し,マ ー一ケテ ィング とは何 か を論 ず る

とい うよ うな恣 意 的 な方法 を避 け るため に,本 章

で は シ ョーの研 究 の フ レー ム ・ワーク に依 拠 す る

とい う方 法 を採 る。 マ ー ケテ ィング の現代 のパ ラ

ダ イ ムに お いて,シ ョーの 同書 が もっ と も優 れ た

古 典 で あ り,か つ 現代 的 な意 義 を有 す る と認識 さ

れ て い るの で あ るか ら,こ の よ うな方 法 に も とつ

くマ ー ケ テ ィン グにつ いて の認 識 もまた,現 代 の

パ ラダ イ ムの下 で は ,有 効性 を もつ はず で あ 為。」

経 済 的背 景 の把 握 と,A.W.シ ョー に よる当 時

の マ ー ケテ ィング活 動 の観 察 とい う2段 階 の方 法

に とどま らず,著 者 は さ らに,第5節 で次 の よ う

な方 法 を加 え る。 「わ れ わ れ は,シ ョーの マ ー ケ

テ ィング体系 を整理 し,そ れ を南北 戦 争 後 の ア メ

リカの経 済的 背 景 との関連 で とら えて,検 討 して

きた。 最後 に,シ ョーが この有 名 な古 典 で研 究対

象 と し て い た と考 え られ る企 業 の事 例 を み て,

"マ ーケ テ ィング"を 具体 的 に把 握 しよ うと思 う
。」

こ う し て,社 史 を ひ も と く こ と に よって,

ccマー ケテ ィン グ"が 具 体 的 に生 き生 き と描写 され

るの で あ り,こ の よ うな歴史 研 究 の方 法 は大 変 興

味深 い。結 論 的 に,初 期 の マ ー ケテ ィン グ とは,

「製造 業 者 が 品質(包 装 などを含む)に 工 夫 を こ ら

した ブ ラ ン ド品 を,自 己 の セ ール ス マ ンや 広 告 な

どを使 用 して,直 接 的 に(ま た は 中間商 人 を利用

して)消 費 者 に大量 販 売 す るた め の さ ま ざ まな活

動 で あ る。」 と定義 してい る。
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(4)第4章 マ ー ケテ ィング ・チ ャネル論 の 系譜

本 章 の 目的 は,貿 易 マ ー ケテ ィソ グ ・チ ャネ ル

論 を研 究 す るに あ た って,「 予 備 的 考 察 と して,

マ ー ケテ ィソグ ・チ ャネル研 究 を レ ビュ ーす る こ

と」 に あ る。

まずrA.W.シ ョー に よ るチ ャネ ル 問 題 の提

起 」 か ら始 ま り,C.S。 ダ ン カ ソ,M.T.コ ー プ

ラン ド,D.J.ダ ソカ ソ らの 「チ ャネ ル類 型 選択

論 」 が整 理 され,つ いでV.F.リ ッジ ウ ェイ,T.

L.バ ー グ,W.オ ル ダ ー ソソ,B.マ レ ン,風 呂

教 授 らに よ る 「チ ャネル ・シ ステ ム論」 が展 開 さ

れ,最 後 に それ らをB.C.マ ッキ ャモ ン らに よ る

「計 画 的垂 直 マ ーケ テ ィング・シ ステ ム」 の概 念 へ

とつ な ぎs紹 介 して い る。

㈲第5章 輸出マーケテ ィソグ ・チ ャネル政策

一 チ ャネル類型選択論の視点か ら一

前章 で のチ ャネル類 型選択 論 に基 づ く,輸 出

マーケテ ィング ・チ ャネル政策 の具体的 な提示 で

ある。「輸 出マ ーケティソグ・チ ャネル政策 におい

ては,む しろ このチ ャネル類型選択論が きわめて

重要 な意義 を もつ」 とい う。「なぜ な ら,国 内販

売 と異 な り,貿 易 においては,外 国市場につ いて

の情報不足や理解の不足が生 じがちで,そ のため

に,チ ャネル管理以前の問題 として,自 社に とっ

ての最適 なチャネルの選択その ものが,重 要課題

とな るか らで あ る。」具 体 的 に は,日 米 両 国 で

「利用可能 なチ ャネル・メンバ ー」 として,輸 出国

における販売子会社,輸 出商,輸 出代理商,輸 出

ブローカー,輸 出組合 と,輸 入国における在外貿

易事業所,輸 入商,デ ィス トリピx一 ター,海 外

販売代理店,レ ップ,卸 商,小 売商 が詳 しく説明

されている。

次の 「商品要因 とチ ャネル」では,商 品を最寄

品,買 回 り品,専 門品 とい う伝統的な分類 に基づ

いて,消 費財のチ ャネル構造を企業のケース ・ス

タデ ィを挙げ なが ら説明 してい る。

さ らに,「 企業要 因 とチ ャネル」で は,直 接 輸

出 と間接輸 出,OEM輸 出,海 外販売代理店 に よ

る輸 出について説 明 している。 この章の特徴 は,

従来 の 「輸 出販売経路政策」 の研究 では,「 輸 出

とい う言葉 にとらわれ,研 究対象は,輸 出者が直

接的 に取 引す る相手である輸出商,輸 入商sデ ィ

ス トリピa‐ ターな どに限定 され ていた。 これに

たい して本章で は,自 社製品を海外の どのよ うな

消費者 に販売す るのか,そ のためにはどのよ うな

小売商 に販売す べ きか,そ して また そのため に

は,も し利用す る とすれ ば,ど の よ うな中間商人

を利用すべ きか とい うように,発 想の転換 を試み

た」点 にある。 そ して この点が,「 輸 出販売経路

政策」 と 「輸 出マーケテ ィング ・チ ャネル政策」

の決定的 な相違点なのであるとい う。第4章 と第

6章 が,研 究方法の うえで興味深 いのに対 して,

この第5章 は,具 体的 な内容が興味深い。

(6)第6章 輸 出マーケテ ィング ・チ ャネルの長期

政策

一垂直的 マーケティソグ ・システムの構築一

前章が 「チ ャネル類型選択論」の応用である と

すれば,本 章 は 「チ ャネル ・システム論」の応用

で あるとい えるだろ う。本章の問題意識 は次の通

りである。「国際 ビジネスで成功 して いる企業 の

チ ャネ ルの変化,す なわ ちチ ャネル の構 築,破

棄,新 たな構築 には,一 定 の方向性がみ られ る。

本章の課題 は,こ の方 向を理論的に,か つ具体的

に把握す ることにある。す なわ ち,チ ャネル論に

もとつ いて,輸 出マーケテ ィング ・チ ャネルを構

築す るに当た っての長期的 な方 向性を,換 言すれ

ぽ,輸 出マ ーケテ ィソグ ・チャネル政策の究極の

目標についての理論的 な指針を提示す ることにあ

る。」

本章 の要 旨は,次 に要約 され てい る。「海外市

場へ参 入の当初 は,適 応の視点が重要であるが,

やがて経営諸資源,す なわち資金,マ ーケテ ィソ

グ ・ノウハ ウな どの蓄積 に伴 い,よ り積極 的 な

マーケテ ィソグを展開できるチ ャネルの構築,す

なわ ち垂 直的 マ ーケテ ィン グ ・システ ムの構築

(標準化)へ と向 か うことが,マ ーケテ ィングの

理 にか なって い る。以上 の意 味 で,輸 出 マーケ

テ ィソグ ・チ ャネルの長期政策 においては,各 国

市場 の特性 を反 映 させ なが ら も,垂 直的 マ ーケ
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ティング ・システ ムの構 築 を 目標 とす べ きで あ

る。」

そ こで,「 輸 出マーケテ ィング・チ ャソネル政策

の究極の 目標 は,垂 直的 マーケテ ィング ・システ

ムの構築 にある。」 とい う命題 を掲 げてい る。 こ

の命題 の下 に,具 体的 には,本 社 の組織(輸 出係

から輸出本部へ),ブ ラン ド(OEM輸 出から自社 ブ

ラソ ド輸出へ),輸 出形 態(間 接輸出から直接輸出

へ),海 外拠 点の形態(駐 在員事務所から現地法人

へ),卸 売段階 の組織化,小 売段階 の組織化 が説

明されている。前章 が静態的チ ャネル論である と

すれば,本 章 は動態的 チャネル論であろ う。

III本 書 をめ ぐる問題 点

以上 に要約 した よ うに,本 書は,統 計分析(1

章),歴 史 研 究(2章,3章,4章),現 状 調 査

(5章),命 題 の提起 と実証(6章)な ど,多 彩 な

研究方法を駆使 した独創性 のある,高 い水準 の理

論書 である。

次 に,以 下全体を通 して評者が気付いた問題点

を書 き留めてみたい。

1.第5章 で,r商 品要 因 とチ ャネル」,「企業要

因 とチ ャネル」 が説 明 され ているが,「 市場要 因

とチ ャネル」が説 明されていない。 この点 につい

て著者 は,次 の よ うに説 明 してい る。 「本来,世

界各国の流通機構の さまざまな実態 を詳述す るこ

とが必要 であるが,記 述 が膨大 になるため,日 本

とアメ リカの2国 についての主要事項 のみを記述

す る。取 り敢 えず この2国 を選 んだのは,資 料 の

入手可能性のほかにsこ の2国 では激 しい企業競
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争が行われ,マ ーケティング活動が典型的 な形 で

展開 され ているケースが多 いためであ る。」

しか し,や は り日米市場だけでな く,広 く 「市

場要 因 とチャネル」が説明 され,は じめて本章 は

完成す るもの と思 う。

2.近 年,特 に輸入の重要性が指摘 され て,例 え

ば,開 発輸入,逆 輸入,並 行輸入,製 品輸入比率

などが話題 になっている。 本書の索 引をみれぽ,

輸出 とい う言葉のつ く用語 が15あ るのに対 して,

輸入 は5つ である。 これに端的 に表われているよ

うに,本 書 には輸 入に関す る研究が少 ない。輸出

と輸入 は表裏 の関係にあることはわ かるが,輸 入

にはそれ独 自の要素が あるはずである。

3.貿 易マーケテ ィングのチ ャネル問題は本書に

よって一定 の研究 レベルに到達 し,興 味深 いが,

製品,価 格,プRモ ーシ ョソについてもその成果

を期待 したい。貿 易マーケテ ィソグ論 には,例 え

ぽ,石 田貞夫 著 『貿 易 マーケテ ィン グ』(白 桃書

房)な どがあるが,本 書の よ うな高 い水準の研 究

が多角的 に行 わ れ る こ とに よって,貿 易 マーケ

テ ィング論が よ り強固な学問的地位 を得 ることが

で きるだろ う。

最後に,本 書の書評 として的確 な コメン トを引

用 して本書 の紹介を終 る ことにす る。「本 書 は,

貿易マ ーケテ ィソグへの入門者 にはその今 日的課

題 を教 えて くれ,マ ーケテ ィソグ担当者 に とって

は,こ れからの 日本企業が とるべ き方 向性 を示 唆

して くれてい るとい う点で有益 な一冊 となるであ

ろ う。」(日 経流通新聞1988年(昭 和63年)12月27

日)


